
「井戸をめぐる争い」            2021 年 03 月 11 日 

イサクの僕たちがまた別の井戸を掘り当てると、彼らはそれについても争った。そこで

イサクはその井戸をシトナと名付けた。彼はそこから移り、さらに井戸を掘り当てた。し

かしそれについては彼らは争わなかった。そこでイサクはその井戸をレホボトと名付けて

言った。「今や、主は私たちのために場所を広げてくださった。私たちはこの土地で増えて

ゆくだろう。」(創世記 26 章 21 節～22 節） 

 

イサクはペリシテの地で種を蒔き、多くの収穫を得た。また、羊や牛の群れ、多くの僕

を持つ裕福な族長になった。神が彼を祝福されたからである。ところが、このことが、ペ

リシテ人から妬みを持たれるようになった。 

ペリシテ人は、イサクの父アブラハムの時代に僕たちが掘った井戸を全て、土で埋め、

塞いでしまった。井戸は一族が水を飲み、家畜を養う最も重要なものである。カナンの荒

れ野での井戸は、命の糧であり、何にも勝る財産である。井戸を塞がれたら、生きていけ

なくなる。井戸を土で埋めたのは、定住を阻止する嫌がらせである。イサクは大きな痛手

を受けた。更に、アビメレク王がイサクの所に来て、「私たちのところから出て行ってほし

い。あなたは私たちよりはるかに力を持つようになった」と、退去を求めた。寄留のよそ

者が、先住の部族より豊かになったからである。イサクは争うことなく、この地を離れ、

ゲラルの谷間に天幕を張って住んだ。そこで、アブラハムの死後、ペリシテ人が塞いでい

た井戸を掘り直し、父が名付けた通りの名を付け、水を手に入れた。更に、イサクの僕た

ちは谷間で井戸を掘り、水の湧き出る井戸を見つけた。すると、ゲラルの羊飼いたちが来

て、自分たちの土地の「この水は私たちのものだ」と言って、イサクの羊飼いたちと争っ

た。イサクは、その井戸をエセク、「争い」と名付けた。エセク（争い）と名付けたが、イ

サクは争うことなく、その井戸を明け渡した。イサクの僕たちがまた別の井戸を掘り当て

ると、すると、ゲラルの羊飼いたちが押し寄せ、争った。イサクは、その井戸をシトナ、

「敵意」と名付けた。イサクは井戸を放棄し、移動し、また、別の井戸を掘り当てた。そ

の井戸に関しては、争いが起こらなかった。イサクは、そこをレホボト、「広い場所」と名

付け、「今や、主は私たちのために場所を広げてくださった。私たちはこの土地で増えてゆ

くだろう」と言って、安堵した。ペリシテ人は、幾つもの井戸を土で埋め、新たに掘った

井戸も奪った。それに対し、イサクは争うことはおろか、一言の文句も言わず、立ち退き、

移動している。アビメレク王は、ピコルという将軍が率いる軍隊をもっている。武力で襲

われたら、ひとたまりもなく敗北しただろう。だから、イサクは争わず逃げたとも思われ

る。しかし、イサクの争い嫌いは徹底している。それでいて、ありあまる恵みを得ている。

主イエスは山上の説教の冒頭、八つの幸いを語っている。三つ目の幸いは、「へりくだった

人々は幸いである／その人たちは地を受け継ぐ（マタイ 5：5）」であるが、へりくだって

柔和なイサクは地を受け継いでいる。イサクの平和主義は満ち足りる幸いを得ている。 

イサクはそこからベエル・シェバに上って行った。その夜、神が彼に現れ、「私はあなた

の父アブラハムの神である。恐れることはない。私はあなたと共にいる。僕アブラハムの

ゆえに、私はあなたを祝福し、あなたの子孫を増やす」という祝福の言葉を聞いた。イサ

クは祭壇を築き、天幕を張って、主の名を呼んだ。神の恵みに生かされる幸いを感謝した。

そこでも、僕たちは井戸を掘り当てた。 


